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３ 森林の育て方

◆少ないエネルギーでつくられる

木材は、切ったり削ったりしやすいから、それだけエネルギーを使わない。
けず

これは大きな工場でも同じこと。木工場で丸太から柱などをつくるときは、鉄工場で鉄骨
もっこうじょう てっこうじょう てっこつ

などをつくるときに比べて、二酸化炭素を出す量が少ないので、とてもエコロジーなんだ。
く ら に さ ん か た ん そ

木材ってえらい！

◆ や てエネルギーをつくりだす燃 し
も

せっかく二酸化炭素を貯めこんだのに、木材を燃やしたらもったいない！
に さ ん か た ん そ も

ふつうそう思うよね。でも、今はできるだけ化石燃料を使わずにエネルギーを使うことが
かせきねんりょう

大事なんだ。そこで注目されているのが木材。化石燃料のかわりに木材を燃やして、部屋
かせきねんりょう も

を暖めたり、大きなものでは電気をつくるところもあるよ。使う木材は、木工場から出てくる
あたた もっこうじょう

木くずなどだよ。

森林を育てることはすごく大変なことなんだ。

米や野菜を育てる期間はだいたい１年だけど、木を大きく育てるためには何十年もかかるんだ。

森林をちゃんと育てると、いい空気をつくってくれるし、地球温暖化を防いでくれるんだよ。
お んだんか ふせ

では、森林の育て方を見てみよう。（スタートから時計回りに見てね）

知ってほしい 木材のパワー

森林には、人が苗木を植えて育てる「人工林」と、主として天然の力で造成された「天然林」が

あります。ここでは、例として人工林の育て方を説明しています。

① スタート

森林づくりは、まず苗木を
な え ぎ

植えることからはじまるよ。

植える前には、地面を整える

「地ごしらえ」という作業を
じ

するんだ。

⑤ ４Ｏ～６Ｏ年後
伐ったらまた植える
き

ここにくるまで、とても長い年月と手間と

お金がかかるんだ。太くて立派な丸太が
り っ ぱ ま る た

やっと収穫できるけど、今までずっと
しゅうかく

二酸化炭素を吸って酸素を生み出し、
に さ ん か た ん そ す さ ん そ

いい空気をつくってくれたんだ。みんなの

子どもや孫の時代まで、いい空気をつくり

続けるように、また木を植えてしっかりと

育てていくことが大切なんだよ。

② １～１Ｏ年後

植えた木がよく育つように、

木の周りの草をかる。この作業を
まわ

「下刈り」といって、木を植えてから
し た が

何年かやるんだ。

（１年につき１～２回）

③ ２Ｏ～３Ｏ年後

だんだん木が大きくなって

きて、きゅうくつな感じに

なってきたよ。林の中も暗く

なってきているね。

④ そこで・・・

１本１本の木が太くて丈夫な木に育つ
じょ うぶ

ように、一部の木を伐ってしまうんだ。
き

この作業を「間伐」といって、野菜を
かんばつ

つくるときの間引きと同じような作業
ま び

だよ。

■下刈りをしないとどうなるの？
し た が

周りの草のほうが高くなってしまって、
まわ

木が元気に育たなくなってしまう。

ササなどは２ｍを超えるから、小さな
こ

木に光が当たらなくなってしまうんだ。

■おっきな丸太が生まれたよ

長い間、二酸化炭素を貯めこんだ
に さ ん か た ん そ

森の恵みだよ。太くて立派な丸太は
めぐ り っ ぱ

住宅の柱などに
じゅうたく

使われるんだ。

君の家の柱にも

使われているかも。

■このまま放っておくと
どうなるの？

１本１本の木に太陽の光が十分に

あたらないので、ひょろ～っと

細長い木になって、風で倒れやすく
たお

なってしまう。

■間伐をするといいことがあるの？
か ん ば つ

それぞれの木に太陽の光がよくあたるように

なって、すくすくと元気に育ち、よく太るんだ。

よく太るということは、よく二酸化炭素を吸う
に さ ん か た ん そ す

ということ。太くてがっしりとした木に育てると、

風が吹いても倒れにくくなる。林の中も明るく
ふ たお

なるから、地面の草花も元気に育つんだ。

使 間伐材■上 に おう手
か ん ば つ ざ い

間伐された木を
かんばつ

「間伐材」って
かんばつざい

いうんだ。ちょっと

細めだけど、二酸化炭素を貯め
に さ ん か た ん そ

こんだ森の恵みだよ。上手に使うこと
めぐ

が大切なんだ。

■なぜ木はどんどん大きく育っていくの？

植物は、太陽の光をあびながら成長している。

ほとんどの草は冬に枯れるけど、木は冬の間
か

ねむって、春になるとまた成長しはじめる。

病気になって枯れない限り、木はどんどん
か かぎ

大きくなる。木は何年もの間、二酸化炭素を
に さ ん か た ん そ

吸って酸素を生み出すんだよ。
す さ ん そ
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